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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パーソナルケア装置であって、作業ヘッド（３）が取り付けられたハウジング（３００
）であって、
内側ハウジング（３０１）及び外側ハウジング（３０２）を含む、ハウジング（３００）
と、前記内側ハウジング（３０１）内に収容されて、前記内側及び外側ハウジング（３０
１、３０２）の透明部分（３０１ｄ、３０２ｄ）を通して光を出射する光源（５０３）を
含む、ディスプレイ（５００）であって、表示シンボル（５０１）を形成する、異なる透
明度及び／又は異なる色の部分を有する表示箔（５０２）を更に含み、前記表示箔（５０
２）が、前記内側及び外側ハウジング（３０１、３０２）の前記透明部分の間に挟持され
ている、ディスプレイ（５００）と、を備え、前記表示箔（５０２）が、前記表示箔（５
０２）の両側の各々の上の接着剤（５０８）によって、前記内側及び外側ハウジング（３
０１、３０２）の両方に接着され、
前記接着剤（５０８）が、前記両側の各々の上の前記表示シンボル（５０１）を囲繞する
少なくとも１つの閉じた封止ループを形成して、前記表示箔（５０２）を前記内側及び外
側ハウジング（３０１、３０２）に対して封止し、液体又は水分が前記接着剤の封止ルー
プの内側の前記表示箔（５０２）に接触することを防止することを特徴とする、パーソナ
ルケア装置。
【請求項２】
　前記表示箔（５０２）の一方の側において、前記接着剤（５０８）が、前記表示シンボ
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ル（５０１）を含む、前記表示箔（５０２）の少なくとも大部分を被覆する透明な接着層
（５０６、５０７）を形成し、前記表示箔（５０２）の反対の他方の側では、前記接着剤
（５０８）が、前記表示シンボル（５０１）及び／又は前記表示箔（５０２）の中央部分
を開放する窓（５０６ｗ、５０７ｗ）を有する接着層（５０６、５０７）を形成する、請
求項１に記載のパーソナルケア装置。
【請求項３】
　前記表示箔（５０２）の両側の前記接着剤（５０８）が、透明な接着剤である、請求項
１又は２に記載のパーソナルケア装置。
【請求項４】
　前記窓（５０６ｗ、５０７ｗ）を有する前記接着層（５０６、５０７）が、非透明接着
剤から作製される、請求項２に記載のパーソナルケア装置。
【請求項５】
　前記表示箔（５０２）の少なくとも一方の側が、接着発泡体によって前記ハウジング（
３００）に接着されている、請求項１～４のいずれか一項に記載のパーソナルケア装置。
【請求項６】
　前記窓（５０６ｗ、５０７ｗ）を有する前記接着層（５０６、５０７）が、接着発泡層
、及び／又は接着ポリウレタン発泡層、及び／又は接着ポリエチレン発泡層、及び／又は
前記窓を前記内側ハウジング側に提供することを含む、請求項２と組み合わせた請求項１
～５のいずれか一項に記載のパーソナルケア装置。
【請求項７】
　前記外側ハウジング（３０２）が、複数のハウジング部で構成されており、前記表示箔
（５０２）が接着される外側ハウジング表示部（３０２ｄ）が、前記外側ハウジング（３
０２）の別のハウジング部（３０４）の窓枠部分の中に受容される、実質的に板状の透明
な
インサートを形成する、請求項１～６のいずれか一項に記載のパーソナルケア装置。
【請求項８】
　窓の縁部分を有する前記更なる外側ハウジング部（３０４）が、その縁部分において、
前記外側ハウジング表示部（３０２ｄ）の外表面に重なり合う、請求項１～７のいずれか
一項に記載のパーソナルケア装置。
【請求項９】
　前記内側ハウジング（３０１）が、前記表示箔（５０２）と整列された前記少なくとも
１つの透明な内側ハウジング表示部分（３０１ｄ）を形成する透明な硬質プラスチック材
料構成要素と、前記内側ハウジング表示部分（３０１ｄ）を囲繞する不透明な軟質又は硬
質プラスチック材料部分（３０１ｏ）とから作製される多構成要素プラスチック成形部品
である、請求項１のプリアンブル又は請求項１～８のいずれか一項に記載のパーソナルケ
ア装置。
【請求項１０】
　前記内側ハウジング（３０１）が、不透明な材料で作製される格子状のシャドーイング
フェンス構造（３０１ｏ）を含み、前記シャドーイングフェンス構造が、前記表示箔（５
０２）の前記表示シンボル（５０１）と整列された複数の透明なハウジング部分（３０１
ｄ）を互いに分離させ、前記シャドーイングフェンス構造は、前記複数の透明なハウジン
グ部分（３０１ｄ）のうちの１つを通って、前記表示シンボル（５０１）のうちの１つに
伝達される光が、他の表示シンボル（５０１）のうちの１つに向かって拡散及び散乱する
ことを防止する、請求項１～９のいずれか一項に記載のパーソナルケア装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの光源（５０３）が、前記光源（５０３）から前記内側ハウジング
（３０１）の内表面まで延在するスリーブ状の光パイプ（５０９）によって囲繞され、前
記光パイプ（５０９）が、前記光源（５０３）の主出射方向に実質的に平行な、かつ前記
表示箔（５０２）に実質的に垂直な実質的に真っ直ぐな長手方向軸を有する、請求項１～
１０のいずれか一項に記載のパーソナルケア装置。
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【請求項１２】
　前記光パイプ（５０９）が、スポンジ材又はゴムスポンジから作製され、前記内側ハウ
ジング（３０１）の前記内表面、及び前記少なくとも１つの光源（５０３）を支持してい
る回路基板（５０４）の表面に接触している、請求項１１に記載のパーソナルケア装置。
【請求項１３】
　複数の光源（５０３）が、前記表示シンボル（５０１）のパターンに対応するパターン
に配置され、複数の光パイプ（５０９）が、前記複数の光源（５０３）の各々によって出
射される光を前記複数の表示シンボル（５０１）のうちの１つに制限するために提供され
、前記複数の光パイプ（５０９）が、不透明な材料で作製された格子状のフェンス構造に
よって形成されている、請求項１１又は１２に記載のパーソナルケア装置。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載のパーソナルケア装置を製造する方法であって、
　無地の表示箔（５０２）を前記内側ハウジング（３０１）に固定して取り付けるステッ
プと、
　前記無地の表示箔（５０２）を取り付けた後に、マーキング処理によって前記表示箔（
５０２）に表示シンボル（５０１）をマーキングするステップと、を含む、方法。
【請求項１５】
　前記マーキング処理が、前記表示箔（５０２）にレーザ光を適用することを含む、請求
項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記マーキング処理は、全ての表示部が装着された前記シェーバハウジングの組み立て
後に適用され、及び／又は前記表示箔のレーザビーム活性化が、前記外側及び前記内側ハ
ウジングの両方を通して適用される、請求項１４又は１５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、作業ヘッドが取り付けられたハウジングであって、内側ハウジングと外側ハ
ウジングとを含むハウジングと、内側ハウジング内に収容されて当該内側及び外側ハウジ
ングの透明部分を通して光を出射する光源を含むディスプレイであって、表示シンボルを
形成する、異なる透明度及び／又は異なる色の部分を有する表示箔を更に含み、当該表示
箔が内側及び外側ハウジングの当該透明部分の間に挟持されている、ディスプレイと、を
備えるパーソナルケア装置、特に電気シェーバ又は脱毛器等の除毛装置に関する。本発明
は更に、そのようなパーソナルケア装置を製造する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気シェーバ、及び脱毛器等の他の除毛装置は、通常、カッタ要素がせん断フォイル下
で往復運動する振動様式で電気駆動部によって駆動される１つ以上のカッタ要素を有して
おり、このようなカッタ要素又はアンダーカッタは、細長い形状を有している場合があり
、それらの長手方向軸に沿って往復運動し得る。他の型の電気シェーバでは、振動様式又
は連続様式で駆動され得る回転カッタ要素を用いている。当該電気駆動部は、電動モータ
又は磁気式リニアモータを含み得、駆動部は、モータの駆動運動をカッタ要素に伝達する
細長い駆動伝達装置等の要素を有するドライブトレインを含み得、当該モータは、シェー
バのハンドル部分の中に受容され得る。
【０００３】
　一方、モータがシェーバヘッド内に収容される場合、ハウジングからシェーバヘッドの
中まで延在するそのようなドライブトレインは必要ない。それでもやはり、通常、ハウジ
ング内に収容された電源からの電気的な接続は、当該電源からモータに電力を供給するた
めに、シェーバヘッドの中まで延在する。そのような電源は、バッテリ又はアキュムレー
タ等の蓄電器であってもよい。
【０００４】
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　電動モータ及び／又は電源を収容するハウジングは、ハウジングの内側に電子構成要素
を装着及び収容することができるように、カバー要素によって閉じられた細長いベース要
素を含むことが多い。それでもやはり、ハウジングは、電子構成要素を液体及び水分から
保護するための封止された容器を形成するべきであるため、ベース要素とカバー要素との
間にシールが提供され、そのようなシールは、ベース要素及びカバー要素の互いに対向す
る表面の間に延在するシールリングを含み得る。
【０００５】
　そのようなハウジングのシールはまた、他の電子構成要素を液体及び水分から保護する
ためにも必要である。例えば、パーソナルケア装置は、様々な情報をユーザに表示するた
めの表示装置を含むことが多い。このような表示は、バッテリの充電状態、クリーニング
状態、例えばツールヘッドの交換を要する損耗、塗布液溜めのレベル、又は取り扱い説明
書、速度モード、ユーザモード、若しくはスタイリングモード等の他の種類の情報を示す
シンボルを含むことができる。
【０００６】
　そのような表示装置は、ハウジングの内部からハウジングの透明部分を通して光を出射
するためのＬＥＤ等の少なくとも１つの光源を含むことができ、そのような光は、透明度
のより高い及びより低い部分並びに／又は異なる色の部分を備えた表示箔を通して導かれ
、当該表示箔を通して導かれる光によって照明される前述のシンボルを形成し得る。光源
、並びに電子回路基板のような、光源に接続された電源要素及び制御要素は、それらを水
分に対して保護するハウジングの内部に受容される一方で、当該表示箔は、よりコントラ
ストに富んだ表示シンボルのより鮮明な照明を提供するために、封止されたハウジング容
器の外側に位置付けられることがある。
【０００７】
　より具体的には、当該表示箔は、水分又は液体に対して封止された内側ハウジングの外
側、かつ当該内側ハウジングを包囲する又は囲繞する外側ハウジングの内側に位置付けら
れ得、そのため、前述の表示箔は、内側ハウジングと外側ハウジングとの間に挟持される
。内側ハウジングの機能構造を隠して、良好な取り扱い、美的外観、及び様々なタイプの
装置のモジュール構成を提供するために、このような２シェル又は多シェル構造のハウジ
ングが所望されることがある。内側及び外側ハウジングの各々は、異なる機能に個別に適
合され得る。例えば、内側ハウジングが、水分に対して保護された電子構成要素を収容し
、ドライブトレイン要素を位置付け、作業ヘッドを支持するための機能的プラットホーム
を形成し得る一方で、外側ハウジングは、有機的形体及び滑り止め表面、又は魅力的な外
観を有する、人間工学的ハンドルを形成するなどの他のニーズを満たし得る。
【０００８】
　しかしながら、このような外側ハウジングが水分又は液体又は泡又はジェルに対して封
止されていないことがあり、そのため、これらが、外側ハウジングと内側ハウジングとの
間に配置された表示箔に接触する可能性がある。表示箔に接触するこのような水分は、表
示シンボルの視認性を損ない、更に悪いことに、例えば、透明部分と不透明部分との間の
境界を溶かして表示箔の機能を害する可能性がある。
【０００９】
　更に、表示箔を内側ハウジング部と外側ハウジング部との間に位置付ける際に、製造公
差が表示箔の不整列を引き起こすことがあるので、表示箔のシンボルを、内側ハウジング
の内部に収容された光源と正確に整列させるのが困難なことがある。不整列がごく小さい
場合であっても、光拡散又は迷光又はシャドーイングによって、シンボルの照明が大きく
損なわれることがある。通常、互いにかなり近接して位置付けられた複数のシンボルが存
在するので、光源もある種のかなり緻密なマトリクス状に配置されており、小さい不整列
でも、第１のシンボルに関連付けられている光源から出射された光を第２のシンボル上に
そらす及び散乱させる可能性がある。
【００１０】
　前述の型のパーソナルケア装置が、例えば、電気シェーバのカッタ要素のための駆動部
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を公開した米国特許出願公開第２００９／００２５２２９（Ａ１）号に示されており、駆
動部は、シェーバハウジングからシェーバヘッドに向けて延在する伝達ピンを含んでいる
。同様の装置が、米国特許第７，８４１，０９０（Ｂ２）号から既知である。
【００１１】
　更なる電気シェーバが、例えば、米国特許第３，７４８，３７１（Ｂ）号、仏国特許出
願公開第１３９１９５７（Ａ）号、英国特許第８１１，２０７（Ｂ）号、及び米国特許第
５，７０４，１２６（Ｂ）号から既知である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００９／００２５２２９（Ａ１）号
【特許文献２】米国特許第７，８４１，０９０（Ｂ２）号
【特許文献３】米国特許第３，７４８，３７１（Ｂ）号
【特許文献４】仏国特許出願公開第１３９１９５７（Ａ）号
【特許文献５】英国特許第８１１，２０７（Ｂ）号
【特許文献６】米国特許第５，７０４，１２６（Ｂ）号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の基礎をなす目的は、先行技術の欠点のうちの少なくとも１つを回避する、及び
／又は既存の解決策を更に発展させる、電気シェーバ又は脱毛器としての除毛装置等の改
善されたパーソナルケア装置を提供することである。
【００１４】
　この目的は、請求項１、６、１０、及び１５の各々の特徴により解決される。従属請求
項２～５、７～９、１１～１４、及び１６～１７は、有利な実施形態を提供する。
【００１５】
　本発明の基礎をなすより具体的な目的は、情報を表示するための鮮明なディスプレイを
有し、液体に対して十分に封止された電気シェーバ又は脱毛器としての除毛装置等のパー
ソナルケア装置の費用重視の容易な製造を提供することである。
【００１６】
　本発明の基礎をなす更なる目的は、電動モータ及び／又は電源等の電気構成要素を収容
するための密閉された容器ハウジングと、コントラストに富み、かつ良好な視認性を提供
するディスプレイと、を有する、例えばシェーバ等の改善された除毛装置を提供すること
である。
【００１７】
　より具体的には、本発明の基礎をなす目的は、容易に視認可能なディスプレイをパーソ
ナルケア装置のハウジングのシールと組み合わせること、並びに接続されるハウジング要
素の形状及び／又は寸法の公差、及び／又は組み立てプロセスでの公差及び／又は誤りに
起因する、ハウジング要素を互いに押し付ける装着力のばらつきがあった場合にも、ディ
スプレイを水分に対して保護することである。
【００１８】
　上記の目的のうちの少なくとも１つを達成するために、表示箔の、内側及び外側ハウジ
ング要素の両方に対するシールを有する、上述のようなパーソナルケア装置を提供して、
液体及び水分に対して表示箔を保護することが提案される。より具体的には、表示箔は、
表示箔の両側の各々の上の接着剤によって、内側及び外側ハウジングの両方に接着され得
る。このように表示箔を内側ハウジングの外側及び外側ハウジングの内側に接着すること
によって、水、又は他の液体及び水分、又は泡、又はジェルが表示箔表面上に入り込むこ
とが防止され、それによって、視認性が損なわれる又は表示箔が不良になることを防止す
る。
【００１９】
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　外側ハウジングの内表面の、内側ハウジングの外表面からの距離における公差を補償す
るため、並びに／又は把持力及び／若しくはハウジングの曲がりに起因する変形による、
内側及び外側ハウジングの相対移動を補償するために、ＰＥ発泡体又はＰＵ発泡体等の接
着発泡体が、表示箔を内側ハウジング又は外側ハウジングに接着するための接着剤として
使用され得る。
【００２０】
　表示箔は、表示箔を内側ハウジングに取り付けた後の、例えば、表示箔のレーザ処理に
よって、照明されるべきシンボルを備えることができる。箔を内側ハウジングに固定した
後に箔にシンボルを適用することは、内側ハウジング及びその中に受容された光源等の構
成要素に対するシンボルの不整列を回避することに役立つ。
【００２１】
　なお更なる態様では、ある表示シンボルに整列された透明なハウジング部分に関連付け
られた光源によって出射された光を、当該表示シンボルのみに伝達されるように制限し、
他のシンボルがそのような光源に起因する迷光又は散乱光によって照明されるのを防止す
るために、内側ハウジングは、内側ハウジングの内側に不透明なシェーディングフェンス
を備えることができる。
【００２２】
　これら及び他の利点は、図面及び可能な実施例を参照する以下の説明から明らかになる
。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】支持構造によってハンドルに接続されたシェーバを有する電気シェーバの斜視図
である。
【図２】外側ハウジングと内側ハウジングとを含むハウジングのシェル状構造、及びそれ
らの間に配置される表示箔を示す、電気シェーバのハウジングの概略分解図である。
【図３】ディスプレイのＬＥＤアレイを含む電子コア構成要素が、内側ハウジングの細長
いカップ状のベース要素に挿入される、図２の内側ハウジングの斜視分解図である。
【図４】内側ハウジングと外側ハウジングとの間の表示箔の配置、及び内側ハウジング内
の光源及びシェーディングフェンスの配置を示す、電気シェーバのハンドルの断面図であ
る。
【図５】表示箔、及び表示箔を内側及び外側ハウジングに固定する接着層の概略断面図で
あって、第１の態様では、表示箔の両面を完全に被覆する２つの透明な接着層が表示箔を
内側及び外側ハウジングに接着している。
【図６】表示箔の底面側が、表示箔を完全に被覆する透明な接着層によって内側ハウジン
グに接着されており、表示箔の上面側が、表示箔の表示領域を開放にする窓を有する接着
層によって外側ハウジングに接着されている、図５と同様な表示箔及び接着層の概略断面
図である。
【図７】表示箔の上面側が、表示箔を完全に被覆する透明な接着層によって外側ハウジン
グに接着されており、表示箔の底面側が、表示箔の表示領域を開放にする窓を有する接着
層によって内側ハウジングに接着されている、図５と同様な表示箔及び接着層の概略断面
図である。
【図８】表示箔の底面側が、表示箔を完全に被覆する透明な接着層によって内側ハウジン
グに接着されており、表示箔の上面側が、表示箔の表示領域を開放にする窓を有する接着
発泡体層によって外側ハウジングに接着されている、図５と同様な表示箔及び接着層の概
略断面図である。
【図９】表示箔の上面側が、表示箔を完全に被覆する透明な接着層によって外側ハウジン
グに接着されており、表示箔の底面側が、表示箔の表示領域を開放する窓を有する接着発
泡層によって内側ハウジングに接着されている、図５と同様な表示箔及び接着層の概略断
面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２４】
　一態様では、上記目的のうちの少なくとも１つを達成するために、内側ハウジングと外
側ハウジングとの間に配置された表示箔を、外側ハウジングの内表面及び内側ハウジング
の外表面に対して封止する、パーソナルケア装置が提案される。より具体的には、外側ハ
ウジングが当該表示箔を介して内側ハウジングに接着されるように、表示箔は、表示箔の
両主面の各々の上の接着剤によって、内側及び外側ハウジングの両方に接着される。この
ように表示箔の両面を内側及び外側ハウジングに接着することにより、水又は他の液体及
び水分が表示箔の表示面上に入り込むことが防止され、それにより、表示シンボルの視認
性が損なわれること、及び表示箔が不良になることを防止する。
【００２５】
　より具体的には、水又は水分が表示シンボル上に入り込むことを防止するために、当該
接着剤は、表示シンボルが配置された表示箔の領域を囲繞する、少なくとも１つの閉じた
封止ループを形成し得、そのような閉じた封止ループは、表示箔の外縁に沿って延び得る
。基本的には、接着剤によって形成されたこのような閉じた封止ループは、表示箔の両側
の中央領域が開放されたままとなり得るように、表示箔の両側の各々の上に提供され得る
。しかしながら、代替的に、表示箔が少なくとも１つの側でハウジングに完全に接触する
ように、表示箔の主面のうちの少なくとも１つを接着剤で完全に被覆して、対応するハウ
ジング要素に完全に接着してもよい。
【００２６】
　より具体的には、表示箔の一方の側において、接着剤は、表示シンボルが配置された表
示領域を含む、表示箔の少なくとも主要部分を被覆する透明な接着層を形成し得、表示箔
の反対の他の側では、接着剤は、表示シンボルを開放されたままにする、又は被覆されな
いままにする窓を有する接着層を形成し得る。このような接着層の窓の中では、表示箔は
、接着剤で被覆されておらず、表示箔を被覆する透明なハウジング部分から離間され得る
。
【００２７】
　表示箔の少なくとも一方の側をハウジングに実質的に完全に接着すること、すなわち、
当該少なくとも一方の側、又は当該側の表面積の少なくとも大部分を接着剤で被覆して当
該ハウジングに接着することは、表示箔の所望の形状を維持することに役立ち、表示箔の
ひだつき、うねり、しわ、又は他の望ましくない変形を防止する。
【００２８】
　表示箔の両側を内側及び外側ハウジングに実質的に完全に接着してもよく、この場合、
特に表示シンボルの領域において、透明な接着層を通して光が照らし得るように、透明な
接着剤を使用して、表示箔を内側及び外側ハウジングに接着する。
【００２９】
　基本的には表示部の中央部分が対応するハウジング要素に接着されないように、接着層
のうちの１つに窓を設ける場合、このような窓付き接着層は、表示部の上面に提供されて
、表示箔を外側ハウジングに固定することができる。代替的に、このような窓付き接着層
を表示箔の底面側に設けて、表示箔を内側ハウジングに接続してもよい。
【００３０】
　表示シンボルが配置された表示箔の領域を開放したままにする窓を有するこのような接
着層は、不透明な接着剤から成り得る、又は不透明な接着剤を含み得る。表示箔の表示領
域を囲繞する窓枠を形成するこのような不透明な接着剤を使用することにより、散乱光が
表示領域以外の部分を照らすのを防止することができ、このようにして、照らされたシン
ボルの視認性を向上することができる。
【００３１】
　更なる態様では、表示箔を内側ハウジング及び／又は外側ハウジングに接着するための
接着剤は、接着発泡体を含み得る、及び／又は発泡性材料から成り得る。例えば、ポリウ
レタン（ＰＵ）発泡体又はポリエチレン（ＰＥ）発泡体を使用して、表示部を内側ハウジ
ング又は外側ハウジングに固着することができる。外側ハウジングの内表面の、内側ハウ
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ジングの外表面からの距離における公差を補償するため、並びに／又は、例えば、ハウジ
ングの曲がり及び／若しくは過大な力でのハウジングの把持に起因して起り得る、内側及
び外側ハウジングの互いに対する相対移動を補償するため、並びに／又は２つの接着剤層
の間の気泡の発生を回避するために、接着発泡体は有利であり得る。有利に、接着発泡体
は、このような補償を可能にするように、弾性及び／又は変形可能であり得る。更に、こ
のような接着発泡体は、ハウジングの表面の凹凸部分を容易に補償して、表示箔を保持す
る滑らかな表面を提供することができる。
【００３２】
　特に、表示シンボルが提供された表示箔の領域を開放されたままにする窓を有する上記
の接着層は、このような接着発泡体で形成することができる。
【００３３】
　表示箔の接着剤結合への過大な力、又は内側及び／若しくは外側ハウジングからの表示
箔の緩み又は外れをも回避するために、多ピース構造の外側ハウジングを提供することが
有利であり得る。より具体的には、外側ハウジングを複数のハウジング部品で構成するこ
とができ、表示箔が取り付けられる外側ハウジング表示部は、別の外側ハウジング部品の
窓の中に受容される実質的に板状のインサートを形成し得、当該他のハウジング部品に加
わる力が当該外側ハウジング表示部に伝達されるのを回避することに役立つ。換言すれば
、外側ハウジング表示部は、当該他のハウジング部品によって形成される窓枠の中に挿入
される窓ガラスを形成し得る。より具体的には、当該窓を有する他のハウジング部品が表
示箔から離れるように動かされた場合にも、外側ハウジング表示部が表示箔にくっつき得
るように、上記のインサートを形成する当該外側ハウジング表示部を、外側ハウジングの
内側から他のハウジング部品の窓の中に挿入することができる。より具体的には、当該窓
を有する他の外側ハウジング部品は、窓の縁部によって、外側ハウジング表示部にその外
側から重なり合うことができる。
【００３４】
　容易な製造を可能にしながらも、表示シンボルの、内側ハウジングの内部に受容された
光源との正確な整列を受けるように、表示箔は、内側ハウジングに取り付けられた後に、
表示シンボルが提供されてもよい。より具体的には、パーソナルケア装置を製造及び／又
は組み立てる際に、表示シンボルをまだ有していない無地の表示箔を内側ハウジングの外
表面上に接着することができる。表示箔を接着によって内側ハウジング上に取り付けた後
、所望の表示シンボルを生成するために、表示箔にマーキング処理を施してもよい。より
具体的には、内側ハウジングに取り付けられた表示箔に所望のシンボルを提供するために
、レーザ処理プロセスを使用することができる。
【００３５】
　表示箔はレーザ活性層を含み得る。例えば、レーザ光を適用したら不透明になるレーザ
活性層を有する透明な箔を使用してもよい。代替的に、レーザ活性層を当初不透明、例え
ば黒色にして、レーザビームにさらされた部分が透明になるようにレーザ活性層を構成し
てもよい。レーザによる活性化により、シェーバが最終的に簡単に製造された後、梱包直
前にレーザプロセスを適用することが更に可能になり、（例えば、シェーバの型が、レー
ザディスプレイ上に示されたシンボルのみが異なる場合に）型特有の表示箔活性化プロセ
スを適用することによって、シェーバを特定のシェーバ型に適合させることができる。こ
のプロセスにより、完成品の発明者を低減することができる。
【００３６】
　例えば、マスクを介して箔上に放射線を適用する等、他の処理プロセスを使用して所望
のシンボルを表示箔にマーキングしてもよい。
【００３７】
　表示箔を内側ハウジングに取り付けた後に表示シンボルを提供すると、箔をハウジング
上に位置決めする際の公差と無関係な正確な整列の点で有利であるだけでなく、異なるモ
デルのパーソナルケア装置のためにあらかじめ設定された異なる表示箔の貯蔵を回避する
容易な物流が可能になり、このため、必要な異なる部品の数が低減され、かつ実施形態を
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組み立てるのに必要な部品がより容易にジャストインタイムで配送される。
【００３８】
　表示箔上にシンボルを作成した後に、外側ハウジングを表示箔に接着してもよい。これ
により、製造プロセスは、任意の他の中間処理ステップをそれぞれの間に挟んで、順々に
実行される、以下の３つのステップを含むことができる：無地の表示箔を内側ハウジング
に接着するステップ、表示されるシンボルを表示箔にマーキングするステップ、及びその
後、マーキングされた表示箔上に外側ハウジングを接着するステップ。当該任意の中間ス
テップは、例えば、接着剤の硬化を促進する熱付与ステップ、又は表示箔をレーザマーキ
ングした後の冷却ステップを含むことができる。
【００３９】
　表示箔の隣接領域を照明することなく、表示箔のシンボルを鮮明かつ正確に照明するの
に役立つために、内側ハウジングは、透明な部分及び不透明な部分を含むように形成され
てもよい。より具体的には、内側ハウジングは、表示箔の表示シンボルに整列され、その
下に位置付けられた透明な部分と、当該透明な部分を囲繞する非透明な部分と、を含むこ
とができ、当該非透明な部分は、リング形状を有することができ、及び／又は透明な部分
を通る光が表示シンボルに隣接する他の部分に拡散するのを防止するシャドーイングフェ
ンスを成形することができる。
【００４０】
　より具体的には、内側ハウジングは、異なる材料の部分を含む２構成要素又は多構成要
素部品として形成することができる。例えば、内側ハウジングは、１つが透明であり、も
う１つが不透明である、２つの異なるプラスチック構成要素から作製された成形プラスチ
ック部品であってもよい。
【００４１】
　表示箔が、シンボルのマトリクスのような規則的なパターンに配置され得る複数の表示
シンボルを含む場合、内側ハウジングは、表示シンボルの位置に整列した複数の透明な部
分を有することができ、当該透明なハウジング部分の各々は、非透明なハウジング部分に
よって少なくとも部分的に囲繞され得る。透明なハウジング部分を互いに分離する当該非
透明なハウジング部分は、表示シンボルに整列した、内側ハウジングの透明な部分を互い
に分離する網状又は格子状の不透明な構造を形成し得る。例えば、内側ハウジングの透明
な部分は、透明な硬質プラスチック材料構成要素から形成することができ、非透明な格子
状の構造は、不透明な軟質材料のプラスチック構成要素から形成することができる。
【００４２】
　透明な部分及び非透明な部分を含む、内側ハウジングのこのような壁構造に加えて、又
はその代替として、内側ハウジングの内表面と光源との間にシャドーイングフェンス構造
を提供してもよい。より具体的には、内側ハウジングの内側のこのようなシャドーイング
フェンス構造は、少なくとも１つの光源を囲繞し、光源から内側ハウジングの内表面まで
延在する少なくとも１つの非透明なスリーブを含むことができ、このようなスリーブの長
手方向軸は、内側ハウジング及び／若しくは表示箔に対して実質的に垂直に、並びに／又
は光源の主発光軸に対して実質的に平行に延在し得る。
【００４３】
　複数の表示シンボルに関連付けられている複数の光源が存在する場合、各光源からの光
をその光源に関連付けられた表示シンボルに導く光パイプを形成し、そのような光が別の
表示シンボルに向かって拡散するのを防止するように、複数のこのようなスリーブ状のシ
ャドーイングフェンスを提供することができる。更に、表示シンボル及びそれらに関連付
けられた光源が、光源のマトリクス等の規則的なパターンに配置されている場合、スリー
ブ状のシャドーイングフェンスは、材料内の凹部によって形成され、光源から対応する表
示シンボル、より具体的には、そのような表示シンボルに関連付けられた、内側ハウジン
グの透明な部分まで延びる光チャネルを有する、不透明材料の格子状又は網状の構造を形
成することができる。
【００４４】
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　光源は、電気エネルギを光源に供給する、及び／又は光源を制御するための共通回路基
板上に配置され得る。光パイプを形成するスリーブ状のシャドーイングフェンスは、この
ような回路基板と内側ハウジングとの間に延在し得、シャドーイングフェンス構造は、例
えば接着によって、又は圧入接触によって、固定様式で回路基板及び／又は内側ハウジン
グに取り付けられ得る。
【００４５】
　上記の回路基板及び／又は内側ハウジングの凹凸面を補償するために、当該シャドーイ
ングフェンス構造は、回路基板及び／又は内側ハウジングの表面の完全接触を、それらの
凹凸部に関係なく可能にする発泡性材料で形成され得る。より具体的には、シャドーイン
グフェンス構造は、自身の輪郭を接触面に自己適合させることができる多孔質ゴム又はス
ポンジゴム等のスポンジ材料で形成することができる。
【００４６】
　内側ハウジングは、密閉された、特に防水の容器を形成することができ、この中で、モ
ータ及び／又はバッテリ又はアキュムレータ又は他の電源、及び／又はモータ及びディス
プレイの光源を制御するためのＥＣＵが受容され、液体及び水分に対して保護され得、当
該容器は、バレル構造を有し、閉じた底面側及び開放された上面側を有する細長いポット
又はカップによって形成され得、モータ、ＥＣＵ、及びバッテリは、内側ハウジングを形
成するバレル状容器の表面を形成し得るカバー要素によって、開放された上面側において
閉じられ得る、内側ハウジングのこのようなカップ要素の中に完全に受容され得る。
【００４７】
　これにより、内側ハウジングを形成するバレル状容器は、２つのピースのみ、すなわち
上記のカップ要素及びカバー要素を含む２ピース構造を有することができる。内側ハウジ
ングのこのような２ピース構造は、容器を防水にするために必要な封止の取り組みを大幅
に低減する。特に、カップ要素とカバー要素との間の界面を封止するのに、リング状シー
ルを１つだけ使用すれば十分であり得、このような界面は、円形の形状を有し得るが、卵
形又は楕円形の輪郭等の他の輪郭も可能であろう。
【００４８】
　当該カップ要素は、表示箔に整列した透明な部分を含み得る。
【００４９】
　上記のカップ状のベース要素は、内側ハウジングの実質的に全長にわたって延在する細
長い形状を有し、内側ハウジング及び／又はハンドルの少なくとも８０％又は９０％に相
当する長さを有し得る一方、カバー要素は、内側ハウジングの長さ及び／又はハンドルの
長さの２０％より小さい、又は１０％より小さい長さを有し得る。このようなカバー要素
は、円盤状又は板状の形状を有し得、僅かにドーム状又は凸状の輪郭を有し得る。
【００５０】
　シェーバヘッドの支持構造に接続するためのコネクタを、上記のカバー要素上に提供す
ることができる。
【００５１】
　内側ハウジングのカバー要素及びカップ要素は、互いに強固に接続することができ、形
状嵌合、螺合、溶接、接着、及び／又はスナップ嵌合等の各種の既知の接続技術を使用す
ることができる。
【００５２】
　ディスプレイの光源配置及び／又はモータ及び／又はＥＣＵ及び／又はバッテリを内側
ハウジング内の適切な位置に保持するために、上記の構成要素が取り付けられた支持枠を
カップ要素の中に挿入して、その中の適所に保持することができ、例えば案内溝及び／又
は案内突起等の摺動案内要素を提供することができる。このような支持枠は、光源を担持
する、及び／又はＥＣＵの一部を形成する、回路基板によって形成され得るか、又は回路
基板を含み得る。
【００５３】
　内側ハウジングの封止に役立つように、内側ハウジングは、シャフトが突出するカバー
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要素内の開口であってもよい、ただ１つの開口を有することができる。任意に、カバー要
素とは反対の端部に第２の開口があってもよく、この第２の開口は、充電接続用に提供さ
れ得る。しかしながら、このような第２の開口は、充電コネクタを内側ハウジング内に統
合することによって、例えば、充電ピンを内側ハウジングの一体部分として成形すること
によって、回避されてもよい。
【００５４】
　内側ハウジング内の制御部との通信を可能にするために、内側ハウジング及び／又は外
側ハウジングは、内側ハウジング内に位置付けられたスイッチをアクティブにするように
変形され得る軟質材料部分を含むことができる。
【００５５】
　切り替え手段に関連付けられている、内側ハウジングの上記の軟質材料部分へのアクセ
スを可能にするために、外側ハウジングは、軟質材料部分及び／又は凹部又は開口を有す
ることができ、この凹部又は開口を通じて、内側ハウジングの軟質材料部分が変形され得
る。
【００５６】
　外側ハウジングは、互いに接続され得、内側ハウジングの異なる部分を被覆することが
できる複数のシェル要素を含む、２ピース、又は３ピース、又は多ピースシェル構造を有
することができる。特に、外側ハウジングは、内側ハウジングの反対側に延在し、互いに
接続可能な２つのシェル要素を含むことができる。このようなシェル要素は、２つのシェ
ル要素が共に内側ハウジングを実質的に完全に囲繞することができるように、実質的に－
大ざっぱに言えば－フルート状又はシュート状の輪郭を有することができる。
【００５７】
　このようなシェル要素に加えて、外側ハウジングは、上記のシェル要素のうちの少なく
とも１つに接続されるリング要素を更に含むことができる。このようなリング要素は、強
固で強力な外側ハウジング構造を形成するのに役立つことができ、このようなリング要素
は、シェーバヘッドに対向するハウジングの端部に位置付けられ得る。より具体的には、
このようなリング要素は、シャフトを囲繞することができ、内側ハウジングの最大径より
も大幅に小さい内径を有し得る。
【００５８】
　ハンドルを全体的に考慮すると、ハンドルは、ハンドルの底面から、当該ハンドルの底
面とは反対のハンドルの上面まで実質的に連続的に断面が増加し得る細長い形状を有して
もよい。換言すれば、ハンドルの断面は、シェーバヘッドに向かって連続的に増加し得る
。この断面形状は、変化してもよく、そのような断面形状は、実質的に丸形及び／又は円
形及び／又は楕円形及び／又は卵形であってもよい。「実質的に連続的に」は、断面が増
加しない表示部又は操作キー部等のいくつかの部分を排除しない。それでもなお、より大
きな割合を考慮すると、ハンドルの断面は、下端部から上端部に向かって増加し得る。
【００５９】
　更に、駆動伝達装置は、ハンドルからシェーバヘッドの内部まで延在するシャフト、又
はシャフト状の細長い駆動要素を含み得る。
【００６０】
　前に述べたように、このようなシャフトの回転振動を少なくとも１つのカッタ要素の線
形振動に変換するために、クランクアームをシャフトに取り付けることができ、このよう
なクランクアームは、シェーバヘッド内に位置付けられ得る、及び／又はカッタ要素を駆
動するための少なくとも１つの駆動ピンを支持し得る。例えば、このような駆動ピンは、
シャフトと実質的に平行に延在していてもよく、クランクアームに固着されて、シャフト
軸に対して偏心して延在していてもよい。クランクアームが、中立位置において、カッタ
要素の所望の線形振動に対して実質的に垂直に延在している場合、このような駆動ピンは
、所望のカッタ要素振動に対して接線方向の曲線状経路に沿って動かされ、こうして略線
形振動を実行する。
【００６１】
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　これら及び他の特徴は、図面に示す例から明らかになる。図１から分かるように、シェ
ーバ１は、シェーバを保持するためのハンドル２を形成するシェーバハウジング３００を
有していてもよく、このハンドルは、シェーバを人間工学的に掴む又は保持することを可
能にする－大まかに言うと－実質的に円筒形状又は箱形又は骨形状等の異なる形状を有し
ていてもよく、このようなシェーバハンドル２は、ハンドルの細長い形状（図１を参照）
に起因して長手方向軸２０を有している。
【００６２】
　より具体的には、ハンドル２は、丸形又は円形又は卵形又は楕円形の断面形状を有して
もよく、これらの形状の混合も可能である。断面形状とは関係なく、断面は、ハンドルの
一方の端部から他方の端部まで連続的に増加し得る。
【００６３】
　ハンドル２の一端で、電気シェーバヘッド３がハンドル２に取り付けられており、シェ
ーバヘッド３は、旋回軸７の周り及び傾動軸１１の周りに旋回可能に支持され得、旋回軸
及び傾動軸７及び１１は、実質的に互いに対して垂直に、及び上記の長手方向のハンドル
軸２０に対して垂直に延在していてもよい。
【００６４】
　シェーバヘッド３の横長の主軸４０を考慮すると、旋回軸７は、このような主軸４０と
平行に延在していてもよく、傾動軸１１は、このような主軸４０に対して垂直に延在して
いてもよい。このような主軸４０は、シェーバヘッド３のより大きな側面と平行に、及び
／又は細長いカッタ要素４の長手方向軸と平行に、及び／又はカッタの揺動軸８と平行に
、及び／又は長手方向のハンドル軸２０に対して実質的に垂直に延在していると考えられ
得る。
【００６５】
　シェーバヘッド３は、上記の主軸４０と平行に延在し得る往復動軸８に沿って往復動様
式で駆動され得る細長いカッタ要素４を各々が含む、一対の細長いカッタ部１００を含む
ことができる。当該カッタ要素４は、当該カッタ要素４を被覆しているせん断フォイル５
と協働する、及びその下で往復運動することができる。
【００６６】
　図１～図３から分かるように、シェーバヘッド３は、支持構造３０によってハンドル２
上に支持されている。
【００６７】
　当該支持構造３０に加えて、カッタ要素４を、ハンドル２の内部に収容され得るモータ
９３に接続するように、細長い駆動伝達装置が、ハンドル２からシェーバヘッド３の中ま
で延在し得る。このような細長い駆動伝達装置９は、往復動様式で回転するように、すな
わちある程度前後に回転するように駆動され得るシャフト９０を含むことができる。クラ
ンク要素は、当該シャフト９０に回転可能に固定され、シェーバヘッド３の内部に収容さ
れ得る。このようなクランク要素は、当該カッタ要素４の各々のための駆動ピンを強固に
支持することができる。当該クランク要素は、シャフト９０が中立位置にあるときに、駆
動ピンがカッタ要素４の長手方向軸に沿って前後に動くように、細長いカッタ要素４の長
手方向軸に対して横に延在し得る。より具体的には、このような駆動ピンは、円のセグメ
ントに沿った運動を行う。しかしながら、回転振動は、限られた振幅を有し、円のセグメ
ントは、カッタ要素４の長手方向軸に対して接線方向にあるので、そのような運動は、カ
ッタ要素の長手方向軸に沿った直線的な動きに近いと考えられ得る。
【００６８】
　図３から分かるように、ハンドル２を形成するハウジング３００は、内側ハウジング３
０１と、当該内側ハウジング３０１を囲繞する外側ハウジング３０２（部品３０５、３０
４、３０２ｄを含む）と、を含む、２シェル構造を有し得る。
【００６９】
　内側ハウジング３０１は、上記モータ９３、及び更にバッテリ又はアキュムレータ等の
蓄電装置、及びＥＣＵを収容し（図３参照）、内側ハウジング３０１は、このような構成
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要素を液体及び水分から保護する防水容器を形成し得る。
【００７０】
　より具体的には、内側ハウジング３０１は、閉じた底面及び開放された上面を有するカ
ップ状又はポット状のベース要素３０６を含む細長いバレル状の構造を有することができ
、ベース要素は、ハンドル２の実質的に全長にわたって延在し得る（図２及び図３参照）
。
【００７１】
　ベース要素３０６は、板状又は僅かにドーム状の形状を有することができ、ベース要素
３０６を閉じる際にシェーバヘッド３に対向する、内側ハウジング３０１の表面側を形成
するカバー要素３０７によって、開放された上面側が閉じられる。
【００７２】
　上記のカバー要素３０７は、シャフト９０がハウジングを貫通する開口を含み、カバー
要素３０７は、内側ハウジング３０１が防水容器を形成するように、適切なシールによっ
て当該シャフト９０に対して、及びカバー要素３０７に対して封止されている。
【００７３】
　図３から分かるように、充電ピン３１０等の充電接続は、内側ハウジング３０１内部の
バッテリの充電を可能にするように、カバー要素３０７の底面側から突出し得る。
【００７４】
　内側ハウジング３０１は、内側ハウジング３０１内の電子的切り替え手段と関連付けら
れている少なくとも１つの軟質材料部分３０９を含み得る。
【００７５】
　図３から分かるように、外側ハウジング３０２は、共に内側ハウジング３０１を実質的
に全体的に囲繞することができる一対の細長いシェル要素３０４及び３０５を含むシェル
構造を有し得る。シェル要素３０４及び３０５は、内側ハウジング３０１及び／又はハン
ドル２の実質的に全長にわたって延在し得る。
【００７６】
　当該シェル要素３０４及び３０５は、内側ハウジング３０１の対向する側面に位置付け
られ得、実質的に円錐状又は円筒状のハンドル２の把持面を共に形成するように、互いに
接続され得る。
【００７７】
　更に、外側ハウジング３０２は、シェーバヘッド３に対向する、外側ハウジング３０２
の上面側の表面を少なくとも部分的に形成するリング要素３０３を含み得、当該リング要
素３０３は、内側ハウジング３０１の最大外径より実質的に小さい内径を有し得る。当該
リング要素３０３は、シェル要素３０４及び３０５のうちの少なくとも１つに接続され、
内側ハウジング３０１のカバー要素３０７のリング状部分を被覆することができる。
【００７８】
　更に、装置のユーザにとって有用な様々な情報を表示するためのディスプレイ５００が
あり、このようなディスプレイ５００は、ハンドル２を形成するハウジング３００に配置
され得る。このようなディスプレイ５００は、装置のバッテリの装着状態、クリーニング
状態、最近のシェービング時間、又は前述のような他の情報等の情報を示す複数の表示シ
ンボル５０１ａ－ｎを含むことができる。
【００７９】
　当該ディスプレイ５００は、当該シンボルを形成する透明部分及び非透明部分、又はそ
のようなシンボル５０１ａ－ｎを形成する異なる色の部分を含み得る表示箔５０２を含み
、ＬＥＤ等の光源５０３が、表示箔５０２のシンボルを照明するために光を出射すること
ができる。
【００８０】
　図３～図９から分かるように、当該表示箔５０２は、内側ハウジング３０１と外側ハウ
ジング３０２との間に位置付けられ得、当該内側及び外側ハウジング３０１、３０２は、
内側ハウジング３０１内に収容され得る光源５０３から出射された光が内側ハウジング３
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０１、表示箔５０２、及び外側ハウジング３０２を通って伝達されることを可能にする透
明部分を含み得る。
【００８１】
　より具体的には、外側ハウジング３０２は、上記シェル構造の一部及びシェル構造のシ
ェル要素のうちの１つであり得る透明な外側ハウジング表示部３０２ｄを含み得る。当該
外側ハウジング表示部３０２ｄは、表示箔５０２の大きさと同程度の大きさを有し得、及
び／又は実質的に表示箔５０２全体を被覆し得る。
【００８２】
　図３から分かるように、当該外側ハウジング表示部３０２ｄは、上記シェル要素３０４
のうちの１つによって形成され得る、更に外側のハウジング部品の窓部の中に挿入され得
るインサートを形成し得る。シェル要素３０４は、一種の窓枠を形成する窓部の縁で、当
該外側ハウジング３０２の外側にその縁部において重なり合うことができ、有利である。
言い換えれば、外側ハウジング表示部３０２ｄは、シェル要素３０４の窓部の中に、シェ
ル要素の内側から挿入され得る。これにより、外側ハウジング３０２を表示箔５０２から
離すように付勢する力は、外側ハウジング表示部３０２ｄに伝達されない、及び／又は、
後述するように、表示箔５０２の内側及び外側ハウジングへの接着を損なわない可能性が
ある。
【００８３】
　内側ハウジング３０１は、上記のベース要素又はカップ要素３０６の一体部分を形成し
得る透明な内側ハウジング表示部３０１ｄを有することができる。より具体的には、内側
ハウジング３０１は、表示箔５０２と対向する領域内に複数の透明部分を有し得る。この
ような複数の透明部分３０１ｄは、それぞれの表示シンボルが、対応する透明部分３０１
ｄの上面に、その中央において直接位置付けられるように、表示シンボル５０１ａ－ｎに
整列され得る。
【００８４】
　表示シンボル５０１ａ－ｎのマトリクス状パターンに対応して、内側ハウジング３０１
の当該透明部分３０１ｄもマトリクス状パターンに配置され得る。
【００８５】
　異なる表示シンボルに光が散乱するのを避けるために、内側ハウジング３０１の当該透
明部分３０１ｄは、非透明、不透明な内側ハウジング部分３０１ｏによって互いに分離さ
れ得る。透明な表示部３０１ｄがマトリクス状パターンに配置されると、不透明なハウジ
ング部分３０１ｏは、シャドーイングフェンス構造を形成する格子状又はネット状の構造
を形成し得る。
【００８６】
　内側ハウジング３０１は、２構成要素又は多構成要素成形プラスチック部品として形成
され得、例えば、透明な内側ハウジング表示部３０１ｄは、透明な硬質プラスチックで形
成され得、上記の不透明なハウジング部分３０１ｏによって形成される格子状のシャドー
イングフェンス構造は、不透明な軟質プラスチック材料で形成され得る。
【００８７】
　図４～図９から分かるように、表示シンボル５０１ａ－ｎのパターンに対応するマトリ
クス状パターンに同様に配置され得る光源５０３は、光源５０３に電力を供給するための
電線、及び当該光源５０３を制御するための電子回路構成要素を含み得る回路基板５０４
上に支持され得る。
【００８８】
　図３から分かるように、光源５０３を含む当該回路基板５０４は、モータ９３及びバッ
テリコンパートメントと一緒にあらかじめ組み立てて、内側ハウジング３０１の中に挿入
可能なあらかじめ組み立てられた取付け構造を形成し得る。
【００８９】
　回路基板５０４と内側ハウジング３０１との間の領域内に光が散乱及び拡散するのを回
避するために、光シャドーイングフェンス５０５を、回路基板５０４と内側ハウジング３
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０１の内表面との間に提供してもよい。このようなフェンス構造５０５は、光源５０３ご
とにスリーブを含み得、このスリーブは、関連付けられた光源５０３を囲繞し、回路基板
５０４から内側ハウジング３０１の内表面まで延在し得る。複数の光源５０３がある場合
、複数のスリーブ状のシャドーイングフェンスをフェンス構造５０５として提供してもよ
く、このフェンス構造５０５は、各々が光源５０３から関連付けられた表示シンボル５０
１ａ－ｎまで延びる、複数の光パイプ又は光チャネルを提供するためのマトリクス状又は
格子状又は網状の構造を有し得る。
【００９０】
　このような内側のシャドーイングフェンス構造５０５は、ゴムスポンジ等の弾性及び／
又はスポンジ状の材料から成り得、回路基板５０４及び内側ハウジング３０１の表面に完
全に接触し得る。例えば、フェンス構造５０５は、例えば接着又は圧入接触によって、回
路基板５０４及び／又は内側ハウジング３０１に固着され得る。
【００９１】
　図５～図９から分かるように、上記の表示箔５０２は、表示箔５０２の各側の上の接着
層５０６及び５０７によって、内側ハウジング３０１の外表面及び外側ハウジング３０２
の内表面に接着される。図５～図９の５２０は黒色のレーザ活性層を示し、５２１は白色
のＰＥＴ基箔を示す。
【００９２】
　表示箔５０２の少なくとも一方の側に、連続した接着層５０６、５０７が提供されて表
示箔５０２を完全に被覆し、このような連続した接着層は透明な接着剤から成り得て、光
が通過するのを可能にする利点がある。このような連続したフルサイズの透明接着層によ
り、表示箔５０２又は少なくともその大部分が、対応する内側又は外側ハウジング表面に
完全に接触し、それにより表示箔５０２のひだつき又はしわ又は他の望ましくない変形を
防止する。
【００９３】
　図５から分かるように、このようなフルサイズの接着層５０６及び５０７は、表示箔５
０２の両側に提供され得る。
【００９４】
　代替的に、表示箔５０２の一方の側だけにこのような連続したフルサイズの透明接着層
を提供し、表示箔５０２の反対側は、表示箔５０２の中央部分を開放にする窓を有する枠
状の接着層によって、対応するハウジング部品に接着してもよい。このような窓の利点は
、一方では、接着剤層がハウジングに適正に固定されないことによる気泡の発生を最小限
にする又は回避することであり、他方では、光の透過を向上させることである。
【００９５】
　図６から分かるように、表示箔５０２の底面側は、表示箔５０２を完全に被覆する透明
接着層５０６によって内側ハウジング３０１に接着され得、表示箔５０２の上面側は、表
示箔５０２の中央部分を開放にする中央窓５０７ｗを有する枠状の接着層５０７によって
外側ハウジング３０２に接着され得る。
【００９６】
　代替的に、図７に示すように、表示箔３０１の底面側は中央窓５０６ｗを有する当該枠
状の接着層５０６によって、一方、表示箔５０２の上面側は、表示箔５０２を完全に被覆
する連続したフルサイズの接着層５０７によって、外側ハウジング３０２に接着され得る
。
【００９７】
　中央窓を有する当該枠状の接着層は、非透明、不透明の接着剤で形成し得る。
【００９８】
　図８及び図９から分かるように、中央窓を有するこのような枠状接着層は、表示箔５０
２の、内側ハウジング３０１又は外側ハウジング３０２までの距離における公差を補償す
るように、ＰＵ発泡体又はＰＥ発泡体等の接着発泡体で形成し得る。このような接着発泡
層は、発泡材料が中央又は内側の層を形成し得、粘着性の接着層が両側に提供されて接着
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発泡層の表面を形成する、多層構造を有することができる（図８及び図９参照）。
【００９９】
　図８及び図９から分かるように、接着発泡層は、表示箔５０２の上面側に提供されて、
表示箔を外側ハウジング３０２に接着してもよく、表示箔５０２の底面側に提供されて、
表示箔を内側ハウジング３０１に接着してもよい。図８及び図９のこれら２つの例の表示
箔５０２の他方の側は、連続した実質的にフルサイズの透明接着層によって、他方のハウ
ジング部品に接着され得る。
【０１００】
　図５～図９に示すように、表示箔５０２は、レーザ光が表示箔５０２に適用されるレー
ザ処理ステップで表示シンボル５０１ａ－ｎが作成されるのを可能にするレーザ活性層を
含み得る。
【０１０１】
　このようなレーザ処理は、表示箔５０２が内側ハウジング３０１に接着された後に行う
ことができ、有利である。レーザマーキングを表示箔５０２に適用して表示シンボル５０
１を形成した後に、外側ハウジング３０２、より具体的には外側ハウジング表示部３０２
ｄが、表示箔５０２の上面に接着され得る。上述のように、代替的に、シェーバ組み立て
プロセスの終了時にレーザ処理を適用してもよい。
【０１０２】
　更なる製造ステップにおいて、外側ハウジング３０２の他方のシェル要素３０４及び３
０５が組み立てられて、外側ハウジング３０２を形成し得る。
【０１０３】
　図２及び図３から分かるように、回路基板上に支持された光源５０３及び必要に応じて
モータ９３及びバッテリコンパートメントを有する回路基板５０４を含む、シェーバのあ
らかじめ組み立てられた電子コア（electronic core）は、表示箔５０２を内側ハウジン
グ３０１の内表面上に接着する前に、内側ハウジング３０１の中に挿入され得、内側ハウ
ジング３０１は、表示箔５０２を内側ハウジング３０１上に接着する前に、完全に閉じら
れ及び／又は封止され得る。代替的に、回路基板５０４を含む当該電子コアが内側ハウジ
ング３０１の中に挿入される前に、表示箔５０２を内側ハウジング３０１上に接着し、及
び／又は表示箔のレーザマーキングを行ってもよい。
【０１０４】
　本明細書にて開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと
理解されるべきではない。むしろ、特に指示がない限り、このような各寸法は、記載され
た値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味することが意図される。例えば
「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味するものとする。
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